
 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 1日（木） 

今年は、デイサービスの利用者様が作成した絵や俳句、展示物を文化展に出展しま

した。作成した利用者様は誇らしげな表情で作品を鑑賞していました。イベントを見

学された利用者様より「お祭りも久々だし、気分転換になってよかったわ。」との声

も聞かれ、大変喜ばれていました。 

 

福祉学習の一環として、車いす体験と芋掘り交流会を行いました。子ども達は車

いすの操作方法を学び、さっそく施設の畑まで入居者様を職員と一緒に誘導し、坂

道や芝生の上の車いすの押し方の違いについて体験しました。芋掘り交流会の場面

では、大きく育った芋を入居者様やデイサービスの利用者様と一緒に泥だらけにな

りながら収穫し、終了後に参加者全員で記念撮影を行い、思い出に残る日となりま

した。 

11月 17（土）、18日（日） 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 回事例研究発表会が行われ、各部署で取り組んだ内容について発表致しま

した。今年は法人内から7事業所からの発表がありました。今回の最優秀賞は「北

他機関型包括支援センター」が獲得しました。事例研究を通して、普段の業務を振

り返る良い機会となり、各部署の取り組みについて知ることが出来ました。これか

らも仕事の質にこだわりを持ち、業務に励みたいと思います。 

11月 9日（金） 

11 月 15日（木） 

給食委員会が企画した「嚥下食勉強会」が開催され、普段入居様に提供してい

る「ソフト食」「ペースト食」を試食し、味や食感について知る機会となりました。

参加者はお互いに食事介助を行い、入居者様の気持ちを体験し、声かけの仕方や

介助方法を振り返り、一人ひとりの食事の場面で寄り添ったケアができるよう、

学んだ内容を生かしたいと思いました。 

 

身体拘束廃止について勉強会を行いました。言葉による身体拘束はスピーチロッ

クと呼ばれます。事例を通してどのような言葉使いがスピーチロックにあたるかグ

ループワークを行い、自分自身の言葉使いについて振り返る機会となりました。参

加した職員からも「知らず知らずの内に入居者様へ話していたかもしれない」と、

改めて身体拘束についての危機意識を高める研修となりました。 

株式会社エーアイの渡辺様を講師として迎え、安全運転講習会を開催しました。

年末年始と車の交通量が増える中で事故を起こさず、安全運転に心掛けるために

自分の運転状況を客観的に知るためにテストを行いました。運転時の自分の癖や

注意点を学び、より一層安全運転を心がけたいと思いました。 

11月 6日（火） 

 

 

 

 

11月30日（金） 

 

ご家族様、地域の皆

様、どなたでもご覧い

ただけますので、ぜひ

琴の浦荘にお立ち寄

りください。 
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